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は
て
？
さ
て
？
の
相
談
相
手
は

み
ん
な
の

『こ
だ
ま
会
』
で

錦に彩 どる香嵐渓
―こだま会旅行の会―

こだま会初のバス貸上げの紅業狩 りの旅が

実現 しました。秋晴れの空に映える紅葉、黄

葉みごとで した。

(詳しくは2ペ ージ参照)

呼
び
や
す
く
、

親
し
み
や
す
い
会

へ
と
の
名
称
変
更
で
、　

一
九
八
五
年

（昭

６０
）
二
月
設
立
当
初
の

『厚
生
会
』
か
ら
変
わ
っ
た

『こ
だ
ま
会
』

『こ
だ
ま
会
』
と
は
、

山
の
こ
だ
ま
の
ご
と
く
、

会
員
が
呼
べ
ば
、

そ
の
要

請
に
す
ぐ
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
会
に
。

そ
し
て
、

そ
の
響
き
は
限
り
な
く
拡
が

り
、

併
せ
て
質
の
高
い
会
を
目
指
す
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

れ
、

思

い
知
ら
さ
れ
た
。

『
こ
だ
ま
会
』

は
役
に
立
た
な

い
よ
う

な
形
式
的
総
会
だ
け
の
退
職
者
会
に
は
な

り
た
く
な

い
。

こ
の

『
こ
だ
ま
会
報
』

は
老
人
ボ
ケ
防

止

の

「情
報
刺
激
剤
」

で
も
あ
る
。

共
に
力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う

―
ふ
〃
一

是

非

入

会

し

て

応

援

し

て

く

だ

さ

い

―
ふ
〃
ヽ

会

報

に

も

一
言

お

使

り

を

く

だ

さ

い

卜
ぶ
〃
“郵

便
物

が

戻

っ
て
き
ま
す

〃

住
所
表
示

・
郵
便
番
号
表
示
の
変

更
を
、

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

こ
の
と

こ
ろ
事
務
所
に
返
送
さ
れ
て
く
る
郵

便
物
が
増
え
て
い
ま
す
。

変
更
の
あ

る
方
は
、

い
ま
す
ぐ
に
ハ
ガ
キ

一
枚

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

オ
オ
カ
ミ
が
や
っ
て
来
た

や
っ
と
、

こ
れ
か
ら
が
自
分
の
人
生
だ

と
思

っ
て
い
た
の
に
、

ゴ
一百
五
十
兆
円
」

の
借
金
王
国
の
森
か
ら
、

オ
オ
カ
ミ
が
妻

っ
て
来
た
。

消
費
税
、

医
療
賞
、

国
民
健

康
保
険
料
値
上
げ
な
ど
、

老
人
の
内
を
喰

い
ち
ぎ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

公
的

年
金
額
の
上
限
抑
制
、

年
金

一
元
化
に
よ

る
支
拾
水
準
の
低
下
な
ど
…
…
わ
が
人
生

は

一
体
な
ん
だ

っ
た
の
か
と
考
え
込
ん
で

し
ま
う
。

気
持
を
強
く
も
っ
て
Ｈ

第
二
、

三
の
人
生
は
何
と
い
っ
て
も
自

分
の
余
暇
が
楽
し
め
る
期
待
感
、
「
目
標

を
も

っ
て
い
る
高
齢
者
は
元
気
だ
」
と
い

う
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
面
白
く
た
の
し

く
し
よ
う
と
気
を
強
く
も
と
う
。

退
職
者
の
世
界
も

「数
は
力
な
り
」
と

い

う

こ

と

を

、

先

日

Ｎ

Ｈ

Ｋ

　

Ｔ

Ｖ

の

欧

米
の
退
職
者
会
パ
ワ
ー
報
道
に
は
常
か
さ
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香
嵐
渓
の
紅
葉
と

三
ケ
日
天
然
温
泉
の
旅

と
　
き
　
一
一
月
二
五
目
的～

三
六
日
閃

コ
ー

ス
一
日
目
　
出
発
地
＝
東
名
＝
香
嵐
渓

＝
三
ケ
日
温
泉

（泊
）

口
同
　
行
十‐
次
体
市

フ
ル
ー
ツ
パ

ー
ク
＝
日
本
ヤ
ーー
令
＝
出

跡
Ｈ
【
名

――
出
発
地

今
回
は
、

旅
行
の
公
と
し
て
初
め
て
の

バ
ス

一
台
貸
し
切
り
を
企
画
し
ま
し
た
。

●
一
万
日
　
横
浜
駅
山
１１
七
時
、

本
‐‐，
ェ

木
駅
市

日
八
時

一
〇
分
に
出
発
し
た

一
行

三
〇
名
は
、

中
二
階
の
性
道
な
バ
ス
に
垣

ら
れ
束
名
高
速
を

一
路
西

へ
。

行
手
右
側

に
は
首
十
山
が
≡
化
粧
を
し
、

十
年
を
十

に
し
麓
に
紅
葉
を
親
う
。

中
内
か
ら

「
ワ

ー
キ
レ
イ
」

の
声
が
挙
が
り
ま
し
た
。

汁

水
附
近
の
山
間
部
で
は
、

み

か
ん
向
に
明
る
ん
だ
実
が
た

わ
わ
に
熟

っ
て
い
る
。

浜
名

湖
で
は
、

静
か
な
水
面
、

通

か
な
る
岸
は
霞
み
、

あ
ぎ

や

か
な
紅
葉
は
、

そ
の
中
に
沿

け
込
ん
で
い
ま
し
た
。

同
崎

ＩＣ
で
下
り
、

同
時
足

助
れ
な
る
細

い
道
を
対
向
車

を
か
わ
し
な
が
ら
や
が
て
足

助
町

へ
。

そ
の
名
も
配
し

い

巴
川
は
、

水
清
く
川
底
の
石

が

一
つ

一
つ
数
え
ら
れ
る
。

紅
茉
は
今
が
盛
り
、

山
を
埋

め
ま
さ
に
技
錦

の
風
景
。

バ

ス
を
降
り
散
策
に
向
か

っ
た
が
、

人
出
多

く
昂
店
立
び
お
祭
の
如
し
。

朱
塗
り

の
待

月
精
を
バ

ッ
ク
に
記
念
写
真
、

そ
し
て
後

は
自
由
行
動
．

三
州
足
助
屋
敷
等
、

見
所

が
多

い
。

飯
盛
城
跡
を
中
心
と
し
た
敦
千

本

の
カ

エ
デ
の
本
。

外
よ
り
兄
る
紅
葉
も

―ｌｔ
巻
で
す
が
、

キ
も
な
く
散
る
来
、

傾
く

陽
光
は
村

の
☆
を
透
し
、

内
よ
り
眺
め
る

社
☆

の
た
し
き
を
何
発
兄
し
ま
し
た
。

川
時
半
過
ぎ
に
よ
名
測
に
両
し
た
ホ
テ

ル
析
．

ゆ

っ
た
―，
と
し
た
祉
泉
に
入
り
、

今
日
の
上
れ
を

い
や
し
夕
食
会
場

へ
．

ア

ル
コ
ー
ル
も
村

々
に
入
り
、

セ

ッ
ト
さ
れ

て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
で
尭
声
の
技
鉢
、

中
で

も
今
回
初
参
加

の
大
津
微
姓
さ
ん
は
、

衣

裳
や
お
面
を
持
参
さ
れ
面
白
く
も
珍
し

い

踊
り
を
見
せ
て
頂
く
等
、

盛
り
上
り

の
あ

る
二
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

●

二
六
日
　
本
国
も
又
吉
天
、

人
時
過

ぎ
に
バ
ス
の
人
と
な
り
、

浜
松
市

フ
ル
ー

ツ
パ
ー
ク
に
向
う
。

広

い
丘
陵
地
に
設
け

ら
れ
た
施
設
は
、

四
三
ｈａ
の
面
積
の
中
に

来
前
に
関
す
る
情
報
が
み

っ
ち
り
と
見
聞

出
来
、

大
人
こ
ど
も
を
間
わ
ず
楽
し
め
る

公
国
で

一
時
間
の
見
学
で
は
、　

一
寸
物
足

り
な
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

再
び
バ
ス
に
乗
り
途
中
、

買
物
店
に
立

寄
り
な
が
ら
日
本
平
、

登
呂
過
跡
で
古
代

香積寺山門と紅葉

登呂遺跡で古代を偲ぶ

盛りあがった夕食
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の
生
活
や
文
化
に
接
し
、

四
時
に
は
暮
色

の
足
柄
平
野
に
入
り
ま
し
た
。

吹
き
散
ら
す
　
紅
業
掌
に
取
る
香
嵐
渓

登
呂
遺
跡
　
刈
田
は
猫
の
額
ほ
ど

（神
谷
宮
子
）

○
歴
史
散
歩

（第

一
四
回
）

と
　
き
　
平
成
八
年

一
〇
月
九
日
閑

と
こ
ろ
　
秋
の
鎌
倉
―
寺
生
、

国
生
、

美
術
工
芸
を
訪
ね
て

参
加
者
　
一〓
工
名

解
　
説
　
特
別
講
師
　
荒
井
大
郎
氏

午
前
中
バ
ス
で
鎌
倉
宮
ｉ
物
戦
と
鎌
倉

彫
資
料
館
を
廻
る
。

鎌
倉
宮
に
は
護
良
親

王
ゆ
か
り
の
遣
品
や
、

明
治
の
元
勲
の
書

色
紙
な
ど
が
あ
り
、

中
で
も
日
本
海
海
戦

の
英
雄
束
邪
元
師
の
書

「
制
機
先
者
勝
」

が
目
を
引
い
た
。

鎌
倉
彫
資
料
館
で
は
室

町
江
戸
時
代
の
香
合
や
茶
道
具
、

明
治
の

手
ぐ
り
盆
、

ま
た
鎌
倉
彫
の
祖
型
と
い
う

円
覚
寺
の
前
机
の
模
刻
な
ど
を
見
学
し
た
。

ま
た
鎌
倉
彫
制
作
工
程
の
ビ
デ
オ
も
見
せ

て
も
ら

っ
た
。

正
午
に
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
前

で
童
食
の
た
め
解
散
す
る
。

午
後
は
市
立
鎌
倉
国
宝
館
に
向
う
。

八

幡
宮
の
源
平
地
を
渡

っ
た
右
手
、

木
立
ち

の
中
に
枝
合
形
式
の
市
立
鎌
倉
国
宝
館
が

あ
る
。

開
錦
は
昭
和
三
年
四
月
、

同
工
九

年
に
新
館
が
増
設
さ
れ
た
。

社
寺
や
個
人

所
有
の
ｉ
物
、

文
化
好
な
ど
約
四
百
余
点

が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
種
類
は
彫
刻
、

絵
画
、

工
芸
品
、

古
文
書
、

考
古
資
料
な

ど
で
あ
る
が
、

特
に
鎌
倉
〓
町
時
代
の
禅

宗
文
化
の
粋
を
集
め
て
い
る
。

次
に
鶴
ケ
岡
八
幡
宮
宝
物
殿

へ
廻
る
。

こ
こ
で
は
北
条
政
子
愛
用
の
硯
、

寿
福
寺

開
山
栄
西
が
宋
に
留
学
中
、

使
用
し
た
弁

当
符
な
ど
が
珍
し
い
。

最
後
は
バ
ス
で
東
慶
寺
松
ケ
岡
宝
蔵

ヘ

行
く
。

第
二
〇
世
天
秀
尼

（豊
臣
秀
頼
の

娘
）
関
係
の
も
の
が
多
い
。

縁
切
証
文
や

沢
庵
和
尚
の
手
紙
な
ど
も
あ
る
。

午
後
三

時
に
東
慶
寺
前
で
解
散
、

き
わ
や
か
な
秋

晴
れ
の

一
日
で
あ

っ
た
。

○
歴
史
教
室

（第
二
七
回
）

と
　
き
　
平
成
八
年

一
一
月

一
人
口
岬

と
こ
ろ
　
神
奈
川
自
治
会
館

テ
ー
マ
　
茅

ヶ
崎
―
懐
島

（ネ
と
こ
ろ

じ
ま
）
邪
の
史
跡
を
訪
ね
て

参
加
者
　
四

一
名

特
別
講
師
　
荒
井
太
郎
氏

平
安
末
期
か
ら
鎌
含
時
代
に
か
け
て
、

茅
ヶ
崎
は
隣
り
の
藤
沢
と
共
に
大
庭
の
Ｌ

と
い
い
鎌
倉
権
五
郎
景
政
の
子
孫
の
領
地

で
あ

っ
た
。

景
政
の
子
景
宗
、

そ
の
子
景

親
は
大
庭

（藤
沢
）
に
居
城
を
楠
え
て
、

大
庭
三
郎
景
親
と
称
し
た
。

そ
の
兄
景
義

（能
）
は
懐
鳥
郷

⌒現
在
の
円
蔵
　
西
久

保
　
矢
畑
　
浜
之
郷
）
に
住
ん
で
標
鳥
権

五
郎
景
義
と
号
し
た
。

懐
島
郷
は
相
模
川

に
よ
る
中
洲
と
考
え
ら
れ
る
。

大
庭
景
義
館
跡

（円
蔵
）

円
蔵
の
バ
ス
■
の
近
く
に
神
明
大
神
宮

が
あ
る
。
こ
の
あ
た
り

一
帝
が
大
庭
景
義

の
居
館
跡
と
い
わ
れ
、

景
義
が
そ
の
西
隅

に
神
明
社
を
建
て
た
が
、

そ
れ
が
こ
の
社

で
あ
る
と
い
う
。

榛
島
山
の
碑

（
エ
ナ
塚
）

円
蔵
の
大
１１１１
橋
か
ら
小
出
川
の
堤
を
下

る
と
、

左
向
う
に
塚
が
見
え
碑
が
立

っ
て

い
る
。

鎌
合
時
代
源
頼
朝

の
庶
子
二
郎

（肖
津
氏

の
始
祖
三
郎
忠
久
）
の
地
衣

（
エ
ナ
）
を
埋
め
た
塚
と
い
う
ｃ

碑
の
表

に
次
の
刻
文
が
あ
る
。

―
円
に
源
頼
朝
妾
比
企
氏
丹
後
局
懐
妊

し
政
子
方
の
知
る
処
と
な
る
に
及
び
兄
能

員
に
命
じ
て
秘
か
に
当
地
大
庭
庄
懐
島
景

義
の
邸
に
預
け
次

い
で
桜
に
敬
に
移
っ
て

男
子
を
安
産
三
郎
と
名
付
け
ら
れ
た
。

文

治
元
年
六
月
十
五
日
七
歳
の
折
鎌
合
八
幡

官
に
て
親
子
の
対
面
あ
り
忠
久
と
名
乗
り

島
汁
氏
を
称
し
た
―
―
。

宝
生
寺

（西
久
保
）

真
吉
宗
懐
鳥
山
金
剛
院
ｉ
上
寺
は
懐
鳥

景
義
が
頼
朝
の
苦
提
を
弔
う
た
め
建
立
し

た
寺
で
、

本
尊
は
阿
弥
陀
三
尊
像

（回
三

文
）
で
あ
る
。

三
郎
出
産
に
際
し
拍
朝
よ

り
贈
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。

鶴
嶺
八
幡
宮

（浜
郷
）

平
安
末
期
の
長
承
二
年

（
一
一
三
三
）

人
月
の
創
建
で
平

（大
庭
）
良
正
が
九
州

の
宇
佐
八
幡
か
ら
御
神
体
を
勧
請
し
た
と

い
う
。

そ
の
後
建
久
二
年

（
一
一
九

一
）

懐
烏
景
義
に
よ
っ
て
再
果
さ
れ
た
。

旧
相
模
川
橋
脚

（
下
町
屋
）

人
止
十
二
年
の
関
東
大
地
震
で
、

水
田

か
ら
古
い
橋
抗
十

一
本
が
頭
を
出
し
た
。

こ
の
杭
は
鎌
倉
時
代
、

稲
毛
三
郎
五
成
が

架
け
た
橋
脚
と
認
定

（消
田
頼
輔
博
士
）

さ
れ
た
。

排
倉
時
代
に
相
模
川
が
こ
こ
を

流
れ
て
い
た
と
す
る
と
、

現
在
の
小
出
川

が
旧
河
道
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

鎌倉国宝館に勢ぞろい
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■
荒
井
太
郎
氏
（歴
史
教
室
特
別
講
師
）

功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
る

一
二
月
九
日
、

広
報
活
動
の
推
進
や
後

進
技
術
者
の
育
成
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、

社
団
法
人

，
全
日
本
建
設
技
術
協
会
か
ら

全
国
表
彰
を
う
け
た
。

荒
井
さ
ん
談

「
い

ろ
ん
な
こ
と
に
架
し
く
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

そ
ん
な
人
生
が
評
価
さ
れ
た

こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
い
」

万
葉
と
歴
史
の
ふ
る
さ
と

「
足
柄
峠
の
古
道
を
歩
く
」

～
足
柄
古
道
西
坂

（静
岡
県
側
）
ル
ー
ト

●
と
　
き
　

一
〇
月
二
四
国
内

当
日
快
晴
、

参
加
者

一
五
名
、

健
脚
者

多
く
、

左
記
の
コ
ー
ス
を

コ
ー
ス
リ
ー
ダ

ー
松
尾
良
文
氏
の
案
内
で
踏
査
し
た
。

足

柄
峠
は
古
来
、

浜
名
湖
西
と
豊
橋
の
境
の

汐
見
坂
状
耗
ピ
の
第

一
の
入
り
口
で
、

こ

の
足
柿
峠
は
、

東
国
の
第
二
の
入
日
と
し

て
、

万
葉
集
東
歌
の
世
界
が
こ
こ
か
ら
始

ま
る
。
こ
の
足
柄
峠
は
万
葉
集
の
時
代
ば

か
り
で
な
く
、

平
安

・
鎌
倉
時
代
に
も
官

道
の
性
格
を
も
ち
、

中
世
城
郭
と
し
て
小

田
原
北
条
氏
出
城
の
ひ
と

つ
足
柄
城
道
権

が
展
開
す
る
。

●
西
坂
コ
ー
ス
と
史
話
　
伝
説

ＪＲ
御
殿
場
線
足
柄
駅
（九
時
三
〇
分
発
）

～
獄

（竹
）
の
下
宮

（こ
こ
は
大
平
記
の

足
利
革
氏
　
直
義
兄
弟
軍
と
新
田
義
貞
軍

の
合
戦
場
、

新
田
軍
大
敗
し
、

足
利
再
果

の
起
Ｈ
と
な
る
。

）
―
対
面
の
滝

（源
頼

光
と
坂
田
金
時
が
対
面
金
時
が
家
来
と
な

る
。

）
―
伊
勢
宇
橋

（江
戸
浅
車
の
伊
勢

屋
字
兵
街
発
願
の
人
人
橋
の
う
ち
の
五
人

番
目
橋
跡
）
―
唯
念
上
人
の
大
石
碑

（高

さ
ｍ
ｍ
、

巾
崎
ｍ
、

名
字

一
字
９０
ｃｍ
、

彫

り
深
く

一
年
に
米

一
升
入
る
と

い
う
。

）

―
足
柄
古
道
直
路
ケ
尾

（赤
坂
）
ル
ー
ト

（本
来
の
足
柄
古
道
と
推
定
さ
れ
る
の
は

す
べ
て
歩
き
難
く
、

現
在
の
ル
ー
ト
は
中

世
以
降
に
多
く
歩
か
れ
た
道
と

い
わ
れ

る
。

）―
笛
塚
　
吹
笙
石

（源
義
家
の
弟
三

郎
義
光
が
後
三
年
役
で
苦
戦
の
兄
の
救
援

に
来
て
、

こ
の
地
で
豊
原
時
秋

へ
笙
の
秘

曲
伝
授
し
、

京

へ
送
り
返
し
た
と
い
う
。

）

～
足
相
峠

（昼
食
）
～
足
柄
万
察
公
園
～

ｎ
駿
河
小
山
駅

（
一
五
時
三
〇
分
）

足
柄
峠
、

足
柄
城
址
周
辺
の
海
抜
七
五

〇

ｍ
か
ら
の
静
岡
、

神
奈
川
両
県

へ
の
展

望
は
素
晴
ら
し
く
、

８
食
の
お
い
し
さ
と
、

駿
河
小
山
駅
で
の
疲
れ
の
あ
と
の
ビ
ー
ル
、

コ
ー
ヒ
ー
の

一
杯
が
、

こ
と
の
ほ
か
胃
に

心
地
よ
く
し
み
た
。

足
柄
の
御
坂
に
立
し
て
　
和
ふ
ら
ば
、

家
な
る
妹
は
、

清
に
見
も
か
も

（足
柿
万
葉
公
国
歌
碑
か
ら
）

各
部
会
入
会
ご
希
望
の
方
は
ハ
ガ
キ
で

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

●
旅
行

の
会

七
年

に

一
度
善
光
寺
御
開
帳
と

花
め
ぐ
り
の
旅

静
か
な
山
里
に
も
、

高
風
が
吹
く
頃
と

な
り
ま
し
た
。

春
を
待
ち
か
ね
た
草
や
木

が
、　

一
斉
に
花
を
開
き
ま
す
。

今
回
は
、

高
遠
の
コ
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
、

更
埴
の

一
五

万
本
と
称
さ
れ
る
ア
ン
ズ
を
訪
ね
、

さ
ら

に
御
開
帳
中
の
善
光
寺
に
お
参
り
し
ま
す
。

北
ア
ル
プ
ス
を
背
に
し
た
大
町
温
泉
に
て

一
泊
し
ま
す
。

足
柄
古
道
赤
坂
ル
ー
ト

と
　
き
　
四
月

一
七
日
内
～

一
人
日
０

一
泊
二
日

コ
ー
ス
　
横
浜
―
厚
木
―
諏
訪
―
高
遠

城
址
公
図
１
大
町
温
泉

（泊
）

―
善
光
寺
―
あ
ん
ず
の
里
―

小
諸
懐
古
園
―
須
エ
ー
厚
木

―
横
浜

今
回
の
旅
行
も
、

近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス

ト
に
よ
る
バ
ス

一
台
貸
切
り
の
企
画
で
す
。

乗
車
定
員
四
四
名
、

席
に
余
裕
が
あ
る
場

合
、

ど
な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

旅
行

代
金
は

一
人
二
五
、

Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
で
す
。

お
問
合
せ
は
２
月
１８
日
　
２５
日
、
３
月

４
日
、

１０
時
半
～
１６
時
の
間
事
務
局
ま
で
。

●
健
康
ウ

ォ
ー
ク
の
会

春
を
求
め
田
浦
梅
林
と

附
近
の
丘
陵
散
策

田
浦
の
梅
林
は
、

県
内
で
も
梅
の
名
所

と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

長
浦
港
を
見

下
す
丘
に
、

数
百
本
の
村
が
あ
り
花
の
季

節
に
は
、

ふ
く
い
く
た
る
香
り
で
満
ち
て

い
ま
す
。

と
　
き
　
一二
月

一
一
日
側

コ
ー
ス
　
ＪＲ
田
浦
駅
―
田
浦
梅
林
―
附

近
を
散
策
し
な
が
ら
ＪＲ
逗
子

駅

へ

（約
四
時
間
の
歩
行
）

リ
ー
ダ
ー
　
松
尾
良
文
氏

●
歴
史
散
歩

（
第

一
五
回

）

標
島

（
フ
ト
コ
ロ
島
）
の

史
跡
を
訪
ね
て
―
茅
ヶ
崎

と
　
き
　
四
月
上
旬
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お、れもい

共催・神奈1県職こだま会 横浜市従退職者会 鎌倉市職退職者会

一
五
〇
名
参
加

次
回
は
あ
な
た
も

是
非
ご
参
加
を
〃

飲
物

（ビ
ー
ル

・
酒

・
ジ

ュ
ー
ス
）
、

お
で
ん
　
お
弁
当
な
ど
を
市
価
以
下
で
提
供
。 日

本
舞
踊

”
難
波
ハ
マ

（
こ
だ
ま
会
）

神奈川自治労連退職者会

とき・1醐刹拍1日耐]習層早
会

ところ・横浜市従会館儲堂全会議室|

¬ア
松 ヤ
の メ

木 会
小 社
唄 中

一

き
り
絵
グ

ル
ー
プ
展
示
室

演芸大会出演者

・踊 み だれ髪ほか

。唄 夫 婦坂ほか

・民話など

題味 レク ・サークル展示

・きり絵サークル

・手 芸

・お 花

・絵画 書  写 真 ・俳句など

名

名

０

　

０

件

件

件

件

３０

２０

６

１５

■
に
”
働
れ
令
は
、

和
合
い
の

に
ャ

っ
た
、

仕
令
町
党
的
で
な
け

な
ら
な
い
。

こ
れ
を
次
じ
る
し
に

幾
多
の
山
折
を
経
て
、

よ
る
Ｈ
刀

打
札
よ
ホ
テ
ル
で
机
賀
の
つ
と
い
が
行

わ
れ
た
。

和
令
貝
、

Ｏ
Ｂ
、

来
合
な
ど
二
四
〇

名
が
参
加
し
た
。

全国最下位44番目の最低給与から、現在、

全国最上位給与までのご奮斗、本当にありが

爾つて時代 を創右

来"の 山下副知事は、これまでの県職労の

実績を評価、相互の信頼関係の大切さを強調

会場満席の盛況
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コ
ス
モ
ス
セ
ン
タ
ー
訪
問

記

県
職
労
の
元
委
員
長
だ

っ
た
佐
藤
七
夫

さ
ん
が
老
人
福
祉
施
設
を
建
設
、

准
官
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
聞
き
、

老
人
福
祉
施

設
と
は
ど
ん
な
も
の
か
興
味
を
抱
い
た
幹

事
右
志
の
面
々
６
名
、

１１
月
１３
日
午
後
お

伺
い
し
た
。

場
所
は
Ｊ
Ｒ
相
模
線
上
溝
駅

か
ら
４
、
５
分
の
と
こ
ろ
。

緑
に
包
ま
れ

た
た
た
ず
ま
い
は
、

駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
も

望
見
で
き
る
。

コ
ス
モ

ス
セ
ン
タ
ー

の
仕
事

コ
ス
モ
ス
セ
ン
タ
ー
は
上
清
老
人
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー
と
も
い
い
、

社
会
柏
祉
法

人
上
満
緑
寿
会
に
よ
っ
て
、　

一
九
九
六
年

四
月
か
ら
運
営
さ
れ
て
い
る
。

総
合
と
い
う
だ
け
あ

っ
て
、

多
日
的
な

福
祉
施
設
で
あ
り
、

入
居
施
設
―
―

コ
ス

モ
ス
ホ
ー
ム

（特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

６５
才
以
上
の
方
で
在
宅
で
は
適
切
な
介
擢

を
受
け
ら
れ
な
い
方
の
た
め
た
廷
貝
５０
名
）

コ
ス
モ
ス
ハ
ウ
ス

（軽
費
老
人
ホ
ー
ム

・

独
立
し
て
生
活
す
る
に
は
不
安
が
あ
り
、

家
族
に
よ
る
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
６０
才

以
上
の
方
の
た
め
の
老
人
ア
パ
ー
ト
　
定

員
授
名
）
の
ほ
か
、

短
期
間
の

一
時
入
居

も
で
き
る
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
ー
ー

コ
ス
モ

ス
　
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（６５
オ
以

上
の
身
心
障
害
者
を
送
迎
し
、

入
浴
　
食

事
　
動
作
訓
練
や
、

趣
味
生
が
い
活
動
を

す
る
。
ワ
ゴ
ン
車
２
台
で
１６
～
‐７
名
）

コ
ス
モ
ス
在
宅
支
援
セ
ン
タ
ー

（在
宅
で

介
護
を
し
て
い
る
家
族
に
２４
時
間
体
制
で
、

施
設
の
利
用
　
介
護
の
方
法
な
ど
相
談
を

う
け
る
。

無
料
）
　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
事
業
、

訪
間
給
食
サ
ー
ビ
ス
な
ど
多
彩
な
お
仕
事

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

緑
の
屋
根
の
素
敵
な
施
設

６
階
建

て
で
、

４
１
６
階
は

コ
ス
モ
ス

ハ
ウ
ス
、

個
生
を
２６
年
と
多

い
の
が
特
徴
、

共
用
施
設
も
母
か
で
、

法
話
生
、

図
普
室
、

陶
芸
と
、

本
年
、

お
生
、

洗
濯
生
が
あ
る
。

２
１
３
階
は

コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ム
、
２
丁
目

‐８
番
地
な
ど
各
部
圧
に
地
番
が

つ
け
ら
れ

分
り
易
く
な

っ
て

い
る
．

各
生
に
洗
面
所
、

ト
イ
レ
付
．
１
階
は
事
務
、

支
援
部
門
、

食
化
は
、

レ
ス
ト
ラ
ン
と
呼
び
、
３
階

の

食
生
は
３
丁
ロ
レ
ス
ト
ラ
ン
と
純
し
み
を

込
め
て
呼
ん
で

い
る
。

他

い
易

い
よ
う
に
様
ざ
ま
な
■
人
が
随

所
に
見
ら
れ
る
。

か

つ
て
の
差
老
院

の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
脱
し
、

ま
る
で
ホ
テ
ル
み
た

い
で
あ

っ
た
。

建
設

は

６
年

が

か
り

佐
藤
さ
ん
か
ら
お
話
を
伺
っ
た
。

そ
も

そ
も
は
、

義
兄
の
意
志

「
何
か
地
元
に
思

返
し
を
し
た
い
」
を
受
け
継
い
だ
由
と

い

う
。

元
労
祖
関
係
者
ら
し
く
、

個
人
の
ブ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊
五
し
、

人
間
ら
し
い
生

活
が
保
て
る
よ
う
に
充
分
に
配
慮
さ
れ
て

い
る
。
６
年
が
か
り
で
２４
億
円
を
費
や
し

て
誕
生
し
た
も
の
。

勿
論
、

国
県
の
補
助

を
受
け
た
が
、

そ
の
交
渉
が
大
変
で
、

お

役
所
仕
事
の
非
能
辛
を
実
感
、

と
お
っ
し

ゃ
る
。

厚
住
省
の
計
画
し
た
老
人
福
祉
施

設
を
急
増
し
よ
う
と
す
る
ゴ
ー
ル
ド
　
プ

ラ
ン
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

昨

今
の
老
人
福
祉
を
食

い
物
に
し
た
汚
耽
の

構
造
は
、

露
の
か
け
ら
も
見
ら
れ
な
い
。

建
設
関
係
者
か
ら
も
、

グ
レ
ー
ド
の
高

い
施
設
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

耽
貝
の
方
々
も
、

人
間
的
で
心
づ
か
い
が

豊
か
と
拝
禁
し
つ
ヽ
、

さ
よ
な
ら
を
し
た
。

楽 しい集いの場
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で
は
、

ど
う
い
う
よ
う
に
、
ク
ス
リ
　
あ
げ
る
の
と
同
時
に
、

訓
節
す
る
た
め

が
処
方
さ
れ
て
い
く
の
か
、

高
血
圧
を

　

に
下
げ
る
機
構
も
働
い
て
い
る
わ
け
で
、

例
に
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
こ
ち
ら
の
働
き
が
に
ぶ
っ
て
き
て
も
、

い
ま
の
ク
ス
リ
は
、

病
気
を
お
こ
す

　
血
圧
は
だ
ん
だ
ん
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
　

す
。
こ
れ
が
本
態
性
高
血
圧
で
、

あ
る

に
効
く
よ
う
に
ク
ス
リ
が
作
ら
れ
て
い
　

程
度
年
を
と
っ
て
く
る
と
、

血
圧
は
自

ま
す
。

で
す
か
ら

一
口
に
高
血
圧
と
い
　

然
に
あ
が
っ
て
き
ま
す
。

っ
て
も
、

高
血
圧
の
起
こ
り
方
に
よ
っ
　
　
　
こ
う
い
う
本
態
性
高
血
圧
の
と
き
は
、

て
、

使
う
ク
ス
リ
も
ち
が
い
ま
す
。　
　
　
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素
阻
告
楽

た
と
え
ば
食
塩
を
た
く
さ
ん
と
る
と
　

と
い
う
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

血
圧
が
あ
が
り
ま
す
。

食
塩
の
ナ
ト
リ
　
　
血
圧
が
急
激
に
あ
が
っ
た
と
き
は
、

ウ
ム
を
う
す
め
る
た
め
に
血
液
の
量
が
　

た
と
え
ば
交
感
神
経
の
ベ
ー
タ
系
を
進

ふ
え
る
か
ら
で
、

そ
う
い
う
と
き
は
利

　
断
し
て
血
管
の
収
縮
を
抑
え
る
ベ
ー
タ

尿
剤
を
や
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん
お
し
っ
こ
　

述
断
薬
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

が
で
て
血
圧
が
下
が
り
ま
す
。　
　
　
　
　
こ
う
い
う
も
の
を
選
び
ま
す
。

そ
れ
か
ら
血
管
が
収
縮
し
て
も
血
圧
　
　
そ
の
人
の
血
圧
が
あ
が
っ
て
い
る
状

が
あ
が
り
ま
す
が
、

そ
れ
に
は
カ
ル
シ
　

況
か
ら
、
ど
う
い
う
原
凶
か
を
調
べ
、

ウ
ム
イ
オ
ン
が
は
た
ら
い
て
い
ま
す
。　
　
そ
れ
に
あ
っ
た
ク
ス
リ
を
え
ら
ん
で
処

こ
う
い
う
高
血
圧
に
は
カ
ル
シ
ウ
ム
結
　
方
を
だ
し
ま
す
。

抗
業
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
医
者
さ
ん
は
、

高
血
圧
と
い
う
と
、

か
ら
だ
の
中
で
は
、

血
圧
が
下
が
る
　
最
初
は
強
い
ク
ス
リ
は
だ
し
ま
せ
ん
。

と
血
液
の
循
環
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
　
　
ま
ず
、

お
塩
を
へ
ら
し
な
さ
い
と
か
、

か
ら
、

あ
る
程
度
の
血
圧
を
保
と
う
と
　

生
活
態
度
を
か
え
な
さ
い
と
い
う
指
示

う
い
働
き
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
血
圧
を
　

を
し
ま
す
。

男
の
人
な
ら
酒
を
や
め
な

あ
げ
る
働
き
が
働
き
す
ぎ
た
と
き
に
、　
　
さ
い
、
タ
バ
コ
は
や
め
な
さ
い
と
い
う

血
圧
が
あ
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。　

一
方

　

」ヽと
で
す
が
、

や
り
に
く
い
こ
と
ば
か

一

り
で
、

だ
い
た
い
守
れ
ま
せ
ん
。

そ
う
す
る
と
、

つ
ぎ
に
ク
ス

リ
を
だ
す
わ
け
で
す
が
、

最
初

は
差
し
障
り
の
な
い
ク
ス
リ
を

だ
す
の
で
す
。

女
の
人
な
ら
利

尿
剤
、

男
の
人
な
ら
ス
ト
レ
ス
を
き
げ

る
よ
う
な
ク
ス
リ

（弱

い
抗
不
安
業
）
、

そ
う
い
う
も
の
で
さ
が
る
か
ど
う
か
み

ま
す
。

そ
う
や
っ
て
段
階
的
に
強
い
ク

ス
リ
に
い
き
ま
す
。

ま
た
、

同
じ
働
き
方
の
ク
ス
リ
で
も
、

い
ろ
い
ろ
な
メ
ー
カ
ー
が
、

対
い
も
の

か
ら
強
い
も
の
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
ク

ス
リ
を
だ
し
て
い
ま
す
か
ら
、

そ
の
中

か
ら
最
も
適
し
て
い
る
と
お
も
わ
れ
る

ク
ス
リ
を
選
ん
で
や
っ
て
み
る
。

そ
れ

で
も
血
圧
が
下
が
り
過
ぎ
て
具
合
が
忠

い
と
か
、

そ
れ
を
飲
む
と
ど
う
も
フ
ラ

フ
ラ
す
る
と
い
う
よ
う
に
、

病
状
と
合

わ
な
い
、

体
質
と
合
わ
な
い
と
い
う
よ

う
な
場
合
に
は
、

ほ
か
の
ク
ス
リ
に
か

え
て
い
く
の
で
す
。

血
圧
を
急
に
下
げ
る
と
い
う
の
は
危

険
で
す
。

血
圧
が
さ
が

っ
て
、

心
臓
と

か
脳
と
か
ほ
か
の
臓
器
に
影
響
を
あ
た

え
て
、

い
ろ
い
ろ
な
病
気
を
お
こ
し
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

か
な

り
慎
重
に
、

そ
の
人
に
あ

っ
た
ク
ス
リ

を
選
ん
で
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の

で
す
。

名
暮
ら
し
の
手
帳
』
か
ら
）

う
た
た
寝
を
す
す
め
る
学
者
は

か
な
り
多
数
い
る
。

脳
の
休
息
と

ま
で
い
か
ず
と
も
、

内
体
の
休
息

に
は
う

っ
て
つ
け
の
方
法
と
い

下
半
身
か
ら
上
半
身
に
移
動
し
た

結
果
で
あ
る
。

鳥
の
足
な
ら
ば
、

ア
ナ
タ
も
欲
し
い
？
　
大
古
だ

っ

て
ま
ん
さ
ら
で
な
い
よ
、

そ
の
Ｌ

に
は
脳
が
あ
る
か
ら
ね
。

血
液
が

集
ま

っ
て
く
れ
れ
ば
、

血
の
め
ぐ

り
の
良
い
脳
が
作
れ
そ
う
な
気
が

し
ま
す
よ
ね
。

結
論
か
ら
参
ろ
う
。

上
手
な
う

た
た
寝
と
は
、

横
に
な
る
こ
と
で

あ
る
。
ｌｉ
向
き
、

市
向
き
、

ど
ち

ら
で
も
結
情
。

な
に
し
ろ
横
に
な

れ
ば
、

脚
循
環
量
は
約

二
〇
％
も

増
加
す
る
。

血
の
め
ぐ
り
の
よ
い

う
。

学
者
の
言
葉
を
地
て
い
く
よ

う
に
通
勤
電
車
の
な
か
で
船
を
こ

ぐ
ご
仁
は
実
に
多
い
。

最
近
は
な
に
か
と
い
え
ば
宇
宙

ば
や
り
。

う
た
た
寝
の
研
究
も
宇

宮
飛
行
に
関
係
が
あ
る
。

そ
の
報

告
で
は
、

た
だ
の
う
た
た
層
、

特

に
電
車
内
の
船
こ
き
で
は
脳
の
休

急
に
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
か
、

下
手

す
れ

ば
ボ

ケ
る
こ
と
が
判
明
し

た
。

世
の
う
た
た
寝
大
得
意
人
間

よ
、

聞
き
も
ら
す
こ
と
な
か
れ
′

宇
宙
と
い
え
ば
、

無
重
力
。

官

宙
か
ら
帰
還
す
る
と
首
が
大
首
、

足
は
細
く
鳥
足
に
な
る
。

血
液
が

脳
の
誕
生
で
す
。

逆
に
、

座

っ
た
ま
ま
で
の
う
た

た
寝
。

こ
れ
は
い
た
だ
け
な
い
。

麻
位

の
脳
循
環
で
は
三
〇
％

ロ

ス
。

平
凡
舶
か
ら
三
〇
％
も
ロ
ス

す
れ
ば
、

た
ち
ま
ち
血
の
め
ぐ
り

の
悪
い
脳
に
な

っ
て
し
ま
う
。

電

車
内
の
う

た
た
毎
の
ダ

メ
理
由

が
、

分
か

っ
た
で
し
ょ
う
。

血
の

め
ぐ
り
が
悪
い
脳
＝
ボ
ケ
で
は
な

い
か
。

う
た
た
接
を
し
た
ば
っ
か

り
に
ボ
ケ
る
と
は
、

な
ん
と
も
情

け
な
い
話
で
す
。

松
原
　
英
多

（
日
本
東
洋
医
学

会
専
門
医
）
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高 齢 者

運  動

県
下

に
拡
が
る
敬
老
無
料

パ
ス
運
動

の
現
状
と
反
響

～
退
職
者
会
パ
ワ
ー
の
軌
跡
記
録
か
ら
～

敬
老
バ
ス
無
料
乗
車
制
度
の
実
現
に
向

け
て
神
奈
川
県
下
で
は
、

七
〇
才
以
上
の

高
齢
者
に
無
料
の
バ
ス

（地
下
鉄
）
乗
車

証
が
発
行
さ
れ
て
い
る
の
は
横
浜
市
と
川

崎
市
。

福
祉
施
設
な
ど
決
め
ら
れ
た
利
用

路
線
は
無
料
の
逗
子
市
と
小
田
原
市
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ヘ
の
利
用
回
数
に

応
じ
て
回
数
券
を
補
助
し
て
い
た
厚
木
市

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、

平
塚
市
で
は
市
長
選
挙
を
通
し

て
市
民
の
要
求
運
動
の
力
に
よ
り
、

今
年

の
九
月
か
ら
、

千
円
で
工
千
人
百
円
の
バ

ス
補
助
券
が
買
え
る

「
ふ
れ
あ
い
パ
ス
事

業
」
制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
各
地
域
の
取
組
み
や
状
況

に
学
ん
で
、

伊
勢
原
市
で
も
年
金
者
組
合

や

「
住
み
よ
い
伊
勢
原
を
つ
く
る
会
」
が

中
心
に
な
り
、

市
長
に
対
し
て

″
敬
老
無

料
パ
ス
の
発
行
を
求
め
る
″
署
名
活
動
が

七
月
か
ら
取
社
ま
れ
、

九
月
二
十
二
日
投

票
の
市
長
選
挙
で
は
大
き
な
争
点
に
な
り

ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
は
現
職
市
長
の
再
選
と
な

り
ま
し
た
が
、

選
挙
中
は
「
予
算
が
な
い
」

と
実
施
を
否
定
し
て
い
た
市
長
が
選
挙
後

に
は

「
相
手
候
補
が
公
約
し
た
敬
老
無
料

パ
ス
は
今
後
、

実
施
の
方
向
で
検
討
し
た

い
」
と
新
聞
記
者
に
語
る
な
ど
、

新
し
い

変
化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆績降兜F播盟与品1◆電下娯◆争"ぴ
横浜市内有効臨5110127

和椰置11年9月30日

横浜市の敬老無料パス

そ
し
て
人
口
五
十
八
万
人
、

全
国
十
七

番
目
の
大
都
市
と
な
っ
た
相
模
原
市
で
も

「バ
ス
の
敬
老
無
料
乗
車
制
度
の
実
現
を

め
ざ
す
会
」
が
十
月
十
五
日
、

第
四
回
の

結
会
を
開
き
、

十

一
月
二
十

一
日
に
は
団

体
号
名
百
五
十
団
体
、

個
人
署
名
二
万
名

に
及
ぶ
署
名
を
力
に
第
二
次
の
対
市
交
渉

が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
十
月
十
二
日
に
は

「
健
康
で

阜
か
な
老
後
を

つ
く
る
鎌
倉
市
民
の
会
」

で
も
相
模
原
と
の
運
動
の
交
流
や
、

十

一

月
十
五
日
に
は
奏
野
市
で
の
中
入
れ
活
動

な
ど
、

県
下
各
地
で
高
齢
期
を
迎
え
た
人

た
ち
が
社
会
参
加
で
豊
か
な
人
生
を
、

と

年
金
の
目
減
り
や
交
通
費
の
値
上
げ
、

と

り
わ
け
高
い
バ
ス
代
に
悩
む
過
程
の
中
か

ら
生
ま
れ
た
、

私
た
ち
の
要
求
運
動
は
大

き
な
輪
と
な

っ
て
県
下
各
地
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（加
藤
）

ち
ょ
っ
と

一
言
、

お
便
り
を
下
さ

い

会
員
の
み
な
さ
ん
の
顔
が
見
え
る
会
報

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

会
報
の
読
後
感
や
、

生
活
の
こ
と
ど
も

一
言
、

お
送
り
下
さ
い
。

『年
会
費
納
入
の
ご
案
内
』

４
月
か
ら
新
年
度
に
な
り
ま
す
。

年

会
鼻
の
方
は
、

早
月
に
９７
年
度
分
を
納

め
て
下
さ

い
。

ま
た
、

未
納

の
方
も

こ
の
機
会
に
納

入
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
所

在

地

〒
加

横
浜
市
中
区
本
町
円
の
三
七

神
奈
川
Ｌ
職
方
事
務
，，３
内
一３
Ｉｆ
分
年
）

「
退
職
者
こ
だ
ま
公
」
免

一電
話
）
〇
四
工
■
一〇

一
〓

一
〓
一

〇
四
五
〓

●
振
替
□
座

横
浜
銀
行
県
庁
支
店

洋
迎
諏
金

田
庄
番
号人

七
人

一

神
奈
川
県
労
働
金
庫
本
店

普
過
頑
金

―
・
―

に
番
号

郵
使
振
告
口
圧

０
〇
二
五
〇
十
九
十
六
六
五
人
Ｏ
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